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か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
初
診
か

ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
、
一

般
診
療
に
導
入
さ
れ
ま
す
。
従

来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
を
廃

止
し
、
情
報
通
信
機
器
を
用
い

て
診
療
を
行
っ
た
場
合
の
初
診

料
と
再
診
料
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

紹
介
状
な
し
で
一
般
病
床

2
0
0
床
以
上
の
病
院
を
受

診
す
る
際
の
定
額
負
担
が
、
初

診
時
7
0
0
0
円
、
再
診
時

3
0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

　

処
方
箋
を
繰
り
返
し
利
用
で

き
る「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」の
導

入
が
行
わ
れ
、
1
回
発
行
し
た

処
方
箋
が
、
何
回
も
使
用
可
能

な
制
度
で
す
。
総
使
用
回
数
の

上
限
は
３
回
ま
で
。
１
回
当
た

り
の
投
薬
期
間
、
総
投
薬
期
間

に
つ
い
て
は
、
医
師
が
患
者
の

病
状
等
を
踏
ま
え
、
個
別
に
医

学
的
に
適
切
と
判
断
し
た
期
間

に
な
り
ま
す
。

　

入
院
で
は
、
急
性
期
病
床
を

今
以
上
に
減
ら
す
目
的
で
、
重

症
度
、
看
護
必
要
度
な
ど
を
厳

格
化
し
ま
す
。
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

管
理
は
削
除
さ
れ
る
な
ど
、
対

象
病
床
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的

で
2
0
0
床
未
満
の
急
性
期
病

床
に
厳
し
い
基
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歯
科
で
は
初
診
料
・
再
診
料

と
も
3
点
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

感
染
対
策
を
行
う
診
療
所
へ

の
加
算
を
新
設
し
ま
し
た
。
外

来
感
染
対
策
向
上
加
算
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
届
け
出
が
必
要
で
、

診
療
所
が
対
象
、
月
に
1
回
初

再
診
料
等
に
加
算
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
専
任
の
院
内
感
染
管

理
者
の
配
置
、
感
染
防
止
対
策

部
門
を
設
置
し
、
組
織
的
に
感

染
防
止
対
策
を
実
施
す
る
体
制

整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
が
本
格
導
入
さ
れ
ま
す
。
現

在
は
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
特
例

　

2
月
9
日
に
開
催
さ
れ
た
中

医
協
総
会
で
、
4
月
か
ら
の
診

療
報
酬
改
定
の
内
容
が
固
ま
り
、

厚
労
相
に
答
申
し
ま
し
た
。
今

次
改
定
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の

で
、
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

20
年
8
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
、

施
設
基
準
や
診
療
実
績
等
の
要

件
に
係
る
臨
時
的
な
取
扱
い
に

つ
い
て
は
継
続
さ
れ
る
予
定
。

一
方
、
20
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
係
る
経
過
措
置
等
に
つ
い
て

は
3
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
内
容
が
決
ま
っ
た
。
今
回
は

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、初
め
て
の
改
定

で
あ
り
、２
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ

直
撃
を
受
け
た
医
療
機
関
を
支

え
る
た
め
に
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、

結
果
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
で

あ
り
、
実
質
５
回
連
続
の
引
き

下
げ
と
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
私
の
所
属
す
る
医

療
法
人
で
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
の
が
、「
看
護
職
員
等
処
遇
改

善
事
業
」で
あ
る
。
岸
田
政
権
が

掲
げ
る
分
配
戦
略
の
柱
と
さ
れ
、

強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、そ

の
対
象
は
非
常
に
限
定
的
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業

を
受
け
ら
れ
る
の
は「
救
急
医

療
管
理
加
算
を
算
定
す
る
救
急

搬
送
件
数
2
0
0
台
／
年
以
上

の
医
療
機
関
及
び
三
次
救
急
を

担
う
医
療
機
関
」と
定
め
ら
れ
、

そ
こ
に
従
事
す
る
看
護
職
員
に

月
額
4
0
0
0
円
引
き
上
げ
る

措
置
が
2
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
用
件
を
満
た
す
医
療
機
関

以
外
で
も
実
際
に
は
コ
ロ
ナ
患

者
に
対
応
し
て
い
る
が
、
今
回

の
処
遇
改
善
は
受
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
同
じ
法
人
内
の
看

護
職
の
中
で
処
遇（
給
与
）に
差

が
出
て
、
賃
金
体
系
が
分
か
れ

て
し
ま
う
。
ま
た
、い
つ
ま
で
こ

の
事
業
が
続
く
か
不
明
で
あ
り
、

こ
の
事
業
が
終
わ
っ
た
ら
賃
金

が
下
が
る
と
い
う
対
応
で
い
い

も
の
か
ど
う
か
。

　

岸
田
政
権
が
真
に
医
療
従
事

者・
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

い
う
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
よ
う
な

「
や
っ
て
る
感・
場
当
た
り
的
」な

対
応
で
は
な
く
、医
療
機
関
で
働

く
す
べ
て
の
職
種
を
処
遇
改
善

の
対
象
と
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
診
療
報
酬
改
定
、国
民

の
経
済
的
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
窓
口
負
担
軽
減
、そ
れ
を
実
現

す
る
抜
本
的
な
財
源
補
償
が
い

ま
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
原
）

　

昨
年
12
月
23
日
、
サ
ン
ポ
ー

ト
合
同
庁
舎
に
於
い
て
、
保
団

連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
四

国
厚
生
支
局
間
で
個
別
指
導
の

改
善
を
求
め
る
交
渉
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
以
降
の
集
団
的

個
別
指
導
、
令
和
6
年
度
以
降

の
個
別
指
導
の
実
施
予
定
や
、

個
別
指
導
の
選
定
理
由
の
開
示
、

保
存
義
務
の
な
い
持
参
物（
予
約

簿
等
）に
つ
い
て
の
確
認
、金
パ

ラ
価
格
問
題
な
ど
に
つ
い
て
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
の
要
望
を
伝
え

ま
し
た
。

　

香
川
協
会
か
ら
太
田
理
事
長

が
自
主
返
還
は
強
制
し
な
い
こ

と
。
新
規
指
導
で
は
教
育
的
観

点
か
ら
自
主
返
還
を
求
め
な
い

こ
と
等
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、綾
坂
理
事
か
ら
は
個
別
指

導
の
日
時
変
更
を
認
め
る
よ
う
、

配
慮
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

厚
生
支
局
の
回
答
は
全
般
に
、

全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
指
導
大

綱
の
実
施
要
領
に
よ
り
行
っ
て

お
り
、
支
局
に
よ
る
判
断
で
は

で
き
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

　

指
導
時
の
録
音
や
弁
護
士
の

帯
同
、
高
点
数
に
よ
る
選
定
の

廃
止
な
ど
、粘
り
強
く
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
は
申
入
れ
、
要
望
を
し

て
い
ま
す
。

　

指
導
・
監
査
に
関
し
て
ご
意
見

や
ご
要
望
の
あ
る
先
生
は
是
非
、

協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

香
川
県
保
険
医
協
会
は
、
患

者
や
医
療
現
場
の
声
を
国
に

届
け
る
た
め「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
請
願

署
名
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
多
く
の
会
員
の

先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
で
か
げ
さ
ま
で
香
川
で

１
１
７
０
筆
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
、
香
川
選
出
国
会
議
員
を

通
し
て
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
今
、
受
診

控
え
で
、
歯
科
だ
け
で
な
く
医

科
も
含
め
た
多
く
の
医
療
機
関

が
苦
境
に
た
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
歯
科
に
お
い
て
は
、長

年
に
わ
た
る
保
険
診
療
の
低
評

価
の
上
に
、
歯
科
用
金
属
の
パ

ラ
ジ
ウ
ム
の
高
騰
に
よ
り
金
パ

ラ「
逆
ザ
ヤ
」が
医
院
経
営
に
の

し
か
か
り
、
多
く
の
歯
科
医
院

が
困
難
を
か
か
え
て
い
ま
す
。一

方
、患
者
・
国
民
の
口
腔
の
状
況

は
悪
化
し
、
健
康
を
損
な
う
事

態
が
起
き
て
い
ま
す
。
国
民
皆

保
険
を
守
り
、
国
民
の
命
と
健

康
、生
活
を
守
る
た
め
に
、今
こ

そ
国
は
公
的
医
療
費
抑
制
政
策

を
止
め
る
べ
き
で
、歯
科
医
療
の

窮
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
診

療
報
酬
の
総
枠
拡
大
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
今
年
10
月
か

ら
の
75
歳
以
上
の
患
者
窓
口
負

担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
予
算
案
を
編
成

し
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
医

療
費
窓
口
負
担
の
２
割
化
は
年

金
生
活
者
に
と
っ
て
高
負
担
と

な
り
生
活
を
脅
か
す
政
策
で
す
。

高
齢
者
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め「
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
中
止
を
求
め
る
」請
願
署

名
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ご案内申し上げます。

４
月
診
療
報
酬
改
定
の
概
要
に
つ
い
て

第
十
四
回

四
国
厚
生
支
局
交
渉
を
実
施

自
主
返
還
・日
時
変
更
等
、個
別
指
導
の
改
善
を
要
望

「
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
中
止
を
求
め
る
」請
願
署
名
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
の

署
名
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

四国ブロックから13名が参加

香
川
県
保
険
医
協
会

　
　
歯
科
部
会
会
長

　
　
　
森
　 

仁
志
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今
回
、
私
が
参
加
し
た
ハ
ン

ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
講
師
に

管
野
先
生
、古
木
先
生
、助
川
先

生
を
迎
え
て
口
腔
外
科
に
対
す

　

昨
年
12
月
12
日（
日
）9
時
30

分
〜
12
時
30
分
ま
で
、
ホ
テ
ル

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
お
い

て「
高
齢
者
の
歯
科
医
療
は
健

康
長
寿
の
延
伸
へ
貢
献
で
き
る
」

と
題
し
て
の
歯
科
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
、高

橋
慶
壮
先
生（
奥
羽
大
学
歯
学

部
歯
科
保
存
学
講
座
歯
周
病
学

分
野
教
授
）を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
・
医
科
歯
科
連
携
の
ポ
イ
ン

ト
・
歯
内
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
・
口

腔
機
能
回
復
治
療
の
ポ
イ
ン
ト

の
順
に
話
を
進
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
項
目
ご
と
に
、要
点

を
絞
っ
て
症
例
も
含
め
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

W
H
O
は
65
歳
以
上
の
人
を

「
高
齢
者
」と
定
義
し
て
い
ま
す

が
、
科
学
的
な
根
拠
は
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
高
齢
者

≠

老

人
」で
す
が
、「
高
齢
者

≒

老
人
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
抗
加
齢
で
は

　

12
月
5
日（
日
）、
ホ
テ
ル
マ

る
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
び

ま
し
た
。
ま
ず
切
開
に
つ
い
て

実
習
形
式
で
行
わ
れ
ま
す
。
使

わ
れ
る
の
は
豚
顎
骨
で
す
。
豚

顎
骨
は
人
の
骨
と
は
違
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
顎
の
面
積

が
広
い
分
切
開
が
行
い
や
す
い

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
メ
ス
で

切
開
を
行
う
際
、
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
骨
膜
ま
で

し
っ
か
り
と
メ
ス
を
届
か
せ
る

と
い
う
事
で
す
。

　

骨
膜
ま
で
切
開
で
き
て
い
な

い
場
合
、
何
度
も
メ
ス
を
い
れ

る
こ
と
に
な
り
剥
離
も
困
難
に

な
っ
て
き
ま
す
。
以
上
の
事
を

な
く「
加
齢
」と「
老
化
」は
別
で

す
。
老
い
を
4
つ
の
次
元
、生
理

的（
肉
体
的
）、社
会
的
、心
理
的

及
び
文
化
的
側
面
か
ら
と
ら
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

現
在
の
歯
科
医
療
で
は
、「
健

康
長
寿
の
延
伸
へ
貢
献
す
る
」こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
患

者
ご
と
の
リ
ス
ク
管
理
を
行
い

つ
つ
、口
腔
内
の
感
染
源
と
炎
症

を
除
去
し
、口
腔
機
能
を
維
持
・

管
理
す
る
こ
と
が
目
標
で
、
個

別
化
医
療
が
基
本
で
す
。
患
者

に
加
え
、
我
々
歯
科
医
師
に
も

加
齢
に
伴
う
変
化
が
生
じ
ま
す
。

自
分
の
診
療
能
力
や
専
門
性
を

客
観
的
に
評
価
し
、
自
身
の
治

療
成
績
を
見
直
す
こ
と
が
ト
ラ

ブ
ル
回
避
に
役
立
ち
ま
す
。

　

高
齢
者
は「
有
病
者
」で
あ
る

確
率
が
高
い
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
す
。
悪
性
腫
瘍
、
高
血
圧

症
、
糖
尿
病
、
骨
粗
鬆
症
、
心
血

管
系
疾
患
、
抗
凝
固
剤
の
服
用

あ
る
い
は
認
知
症
に
罹
患
し
て

い
れ
ば
、
歯
科
診
療
を
行
う
上

で
注
意
す
べ
き
事
柄
が
増
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、医
科
歯
科
連
携
、

と
り
わ
け
、内
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、

脳
神
経
科
あ
る
い
は
整
形
外
科

医
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

　

日
本
の
近
代
歯
科
医
療
は
、東

京
医
科
歯
科
大
学
初
代
学
長
の

長
尾
優
医
師（
丸
亀
市
）が
東
京

帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
、

1
9
1
6
年
に
米
国
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
大
学
に
留
学
し
て
、当
時

の
技
工
士
学
校
型
歯
科
大
学
や

歯
科
医
療
の
シ
ス
テ
ム
を
日
本

流
に
改
変
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、歯
学
と

工
学
の
融
合
が
進
み
、材
料
学
は

進
歩
し
ま
し
た
が
、生
物
学
的
素

養
は
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

時
の
虫
歯
と
入
れ
歯
の
治
療
、換

言
す
れ
ば
、「
置
換
医
療
」か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
訳
で
す
が
、歯
科
学

を
基
盤
に
す
る
予
防
歯
科
や
先

制
医
療
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
は
ま
だ
う
ま
く
進
ん
で
い
な

い
そ
う
で
す
。
現
在
も
生
命
科

学
と
し
て
の
歯
科
学
が
ま
だ
十

分
に
発
展
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

人
の
寿
命
が
延
び
る
半
面
、歯

の
寿
命
は
65
歳
と
い
わ
れ
ま
す
。

疫
学
研
究
か
ら
日
本
人
が
歯
を

失
う
理
由
は
、歯
周
病
40
％
、虫

歯
30
％
、歯
根
破
折
10
％
、そ
の

他
、の
順
で
す
。
日
常
の
診
療
で

は
、
う
蝕
治
療
、
歯
内
療
法
、
歯

周
治
療
、口
腔
機
能
回
復
治
療
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
多
数
歯
を

失
っ
た
高
齢
者
に
は
口
腔
機
能

回
復
治
療
が
不
可
欠
で
、義
歯
に

加
え
て
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
及
び
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
治
療
が
選
択

さ
れ
る
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
、
我
々
歯
科
医

師
が
高
齢
者
の
歯
科
医
療
を

行
う
際
に
留
意
し
て
実
践
す
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、日
常
臨
床
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
考
え
と
実
践
方

法
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
患
者
教
育
に
基
ず
く
生
活

習
慣
の
改
善
に
よ
る
歯
科
疾
患

の
リ
ス
ク
の
軽
減
と
治
療
オ
プ

シ
ョ
ン
を
増
や
す
努
力
が
必
要

で
す
。

（
高
松
市　

宮
脇
守
男
）

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
て
、サ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル（
株
）の
協
賛
に
て
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
の
効
果
的
な

使
い
方
実
習
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
定
員
25
名
で
、長
テ
ー

ブ
ル
に
1
名
ず
つ
座
り
、
感
染

対
策
し
て
実
施
さ
れ
た
。
実
習

演
目
は
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
有
し

た
支
台
築
造
材
料「i-T

F
C

ル

ミ
ナ
ス
」
と「i-T

F
C

シ
ス
テ

ム
」、T
B
B
を
重
合
開
始
剤
と

し
たR

e
sin

-m
o

d
ifie

d 

M
T
A
で
あ
る
覆
罩
材
料「
ス
ー

パ
ー
M
T
A
ペ
ー
ス
ト
」
と
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
専
用
移
送
器

具「
マ
イ
ク
ロ
シ
リ
ン
ジ
」で
あ

り
、
歯
牙
模
型
を
使
っ
て
、
実

際
に
支
台
築
造
な
ど
し
な
が
ら
、

便
利
で
効
果
的
な
製
品
の
使
い

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
習
し
た
。

　

支
台
築
造
に
お
い
て
は
、
歯

牙
破
折
防
止
の
為
の
フ
ェ
ル
ー

ル
効
果
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
築
造
材

料
の
物
性
が
、
象
牙
質
よ
り
高

い
曲
げ
強
さ
と
、
象
牙
質
と
同

等
の
弾
性
係
数
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
、
加
え
て
象
牙
質
と
一

体
化
す
る
強
い
接
着
が
要
求
さ

れ
る
。
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
の
シ

ス
テ
ム
は
そ
れ
ら
を
十
分
満
た

し
て
い
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

実
際
のi-T

C
F

シ
ス
テ
ム
の

実
習
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が

入
っ
た
光
透
過
性
の
高
い
フ
ァ

イ
バ
ー
ポ
ス
ト
と
、
そ
の
周
囲

に
チ
ュ
ー
ブ
状
の
グ
ラ
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
被
せ
て
補
強
し
た
フ
ァ

イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
関
節
法
で
製

作
す
る
事
を
実
際
に
行
い
、
細

か
な
要
点
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
M
T
A

ペ
ー
ス
ト
の
実
習
で
は
実
際
に

操
作
し
や
す
い
事
が
実
感
で
き
、

日
常
診
療
に
す
ぐ
に
導
入
し
や

す
い
と
感
じ
た
。

　

様
々
な
材
料
を
実
際
に
使
っ

て
確
認
で
き
る
実
習
は
大
変
有

り
難
く
、
日
常
診
療
に
す
ぐ
に

役
立
つ
。
同
様
の
実
習
が
あ
れ

ば
ま
た
参
加
し
た
い
。

（
さ
ぬ
き
市　

阿
部
正
信
）

ふ
ま
え
る
と
、
切
開
線
を
決
定

し
た
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
思
い

切
っ
て
メ
ス
を
入
れ
骨
膜
ま
で

し
っ
か
り
と
届
か
せ
る
と
い
う

事
が
、
そ
の
後
の
剥
離
を
容
易

に
し
て
く
れ
る
の
で
、治
療
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
は
実
際
に
豚
の

歯
の
抜
歯
を
体
験
し
ま
し
た
。

通
常
の
人
に
対
し
て
の
抜
歯
と

違
っ
て
豚
の
歯
は
歯
根
の
長
さ

や
数
も
腹
雑
で
脱
臼
さ
せ
る
所

か
ら
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

歯
根
膜
繊
維
を
し
っ
か
り
と
切

断
し
あ
る
程
度
脱
臼
さ
せ
た
後
、

歯
根
が
折
れ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
抜
歯
し
ま

し
た
。
か
な
り
注
意
し
て
抜
歯

し
た
つ
も
り
で
も
抜
け
た
歯
は

わ
ず
か
に
歯
根
が
折
れ
て
い
た

の
で
残
っ
た
歯
根
は
ヘ
ー
ベ
ル

で
除
去
し
ま
し
た
。
そ
し
て
色
々

な
術
式
を
教
わ
っ
た
あ
と
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
埋
入
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
は
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
基
本
的
な

術
式
か
ら
応
用
で
き
る
術
式
ま

で
、幅
広
い
事
を
学
べ
ま
し
た
。

観
血
的
な
治
療
と
い
う
の
は
実

際
に
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
事
も
多
い
で
す
が
、
今

回
の
実
習
で
学
べ
た
基
本
的
な

事
を
頭
に
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
に
対
応
で
き
る
事
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
日
々
の
臨
床
は
毎

日
が
サ
バ
イ
バ
ル
の
よ
う
に
そ

の
場
そ
の
場
で
考
え
、
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
基
本
的
な
事
を
忘

れ
ず
、
日
々
の
診
療
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
最
後

に
今
回
携
わ
っ
て
頂
い
た
関
係

者
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
木
田
郡　

十
川
和
也
）

「
豚
顎
骨
を
用
い
た
実
践
口
腔
外
科

関
連
小
手
術
ハン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
し
て　

「
健
康
長
寿
の
延
伸
に

 

貢
献
で
き
る
歯
科
医
療
」と
は

日
常
診
療
に
す
ぐ
に
役
立
つ

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
の
効
果
的
な

使
い
方
を
実
習

歯
科
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

歯
科
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

歯
科
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

外科手術のデモを行う管野貴浩先生

WEBと会場で20名が参加しました
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年
金
な
ど
ま
だ
ま
だ
人
ご
と

だ
と
思
い
な
が
ら
過
ご
し
て
き

て
、ふ
と
、自
分
が
年
金
に
対
し

て
漠
然
と
し
た
不
安
は
あ
る
も

の
の
、
基
本
的
な
こ
と
か
ら
し

て
あ
ま
り
に
も
知
識
が
な
い
こ

と
に
気
づ
い
て
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
労
務
士 

小
西
輝

佳
先
生
か
ら
基
本
か
ら
わ
か
り

や
す
い
説
明
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
公
的
年
金
と
は

自
分
や
家
族
の
加
齢
、障
害
、死

亡
な
ど
に
よ
る
稼
得
能
力
の
低

下
。
所
得
の
喪
失
、
減
退
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
全
員
が
加
入
す

る
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
に
の
み
上

乗
せ
さ
れ
る
厚
生
年
金
の
2
階

建
て
の
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
年
金
を
う

け
と
る
の
が
有
利
か
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
繰
り
上
げ

支
給
は
65
歳
か
ら
1
ヶ
月
早
め

る
ご
と
に
0
・
5
％
減
、繰
り
下

げ
支
給
は
1
ヶ
月
遅
ら
せ
る
ご

と
に
0
・
7
％
増
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
就
労
を
促
す
流
れ

の
中
で
、
令
和
4
年
4
月
よ
り

65
歳
未
満
の
人
も
47
万
円
ま
で

減
額
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

年
金
受
取
り
最
大
の
課
題
は
、

終
身
年
金
ゆ
え
に
何
歳
ま
で
生

き
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

健
康
長
寿
こ
そ
最
大
の
年
金

受
取
り
の
極
意
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社

会
、公
的
年
金
だ
け
で
は
な
く
、

保
険
医
年
金
な
ど
の
私
的
年
金

を
活
用
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

（
高
松
市　

小
野
耕
資
）

　

２
０
２
２
年
１
月
15
日
、
香

川
県
保
険
医
協
会
主
催
に
て

「
臨
床
に
活
き
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
修
復
と
最
新
ト
レ
ン

ド
２
０
２
２
」
と
題
し
た
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
講
師
の
保
坂
啓
一
徳
島

大
学
教
授
が
ご
教
示
く
だ
さ
っ

た
内
容
の
う
ち
の
１
つ
を
臨
床

の
ヒ
ン
ト
と
し
て
今
回
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

隣
接
面
レ
ジ
ン
充
填
時
に
は

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
は

様
々
な
材
質
の
物
が
存
在
し
ま

す
が
、
大
き
く
分
類
す
る
と
メ

タ
ル
系
と
樹
脂
系（
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
、
セ
ル
ロ
イ
ド
な
ど
）の

２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
２
種
類
、
な
に
が
異
な
る
か

と
言
え
ば
材
質
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
そ
の
厚
さ
が
違
い
ま
す
。

K
e
r
r
H
a
w
e
社
製
品
を

例
に
と
り
ま
す
と
、「
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
ロ
ー
ル
」（
材
質
ス
チ
ー
ル
）

の
厚
さ
は
０
・
０
３
㎜
で
す
。
一

方
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
の「
ス
ト

リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
」の
厚
さ
は
０
・

０
５
㎜
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
メ
タ
ル
系
の
物
が
分
厚
い

と
い
う
傾
向
は
、
カ
ー
ブ
が
付

与
さ
れ
て
い
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

で
も
同
様
で
す
。
適
切
な
隣
接

面
形
態
を
得
る
た
め
に
、
一
度

お
使
い
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
厚

さ
を
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

（
高
松
市　

白
井
広
樹
）

○法律相談　要予約
弁護士　平井功祥先生
日時　3月17日（木）午後２時〜３時半

場所　平井法律事務所
　　 （高松市丸の内7-17）

※事前に保険医協会へお申し込み下さい。
※相談時間はお一人30分程度です。
※30分の相談は無料ですが、その後は弁護

士とご相談下さい。

○税務相談　要予約
日時　3月24日（木）午後２時〜３時半

場所　佐藤克哉税理士事務所
　　 （高松市上福岡町758-8）

※事前に保険医協会へお申し込み下さい。
※相談時間はお一人30分程度です。
※30分の相談は無料ですが、その後は税

理士とご相談下さい。
※税務調査のご相談は協会まで

　

2
0
1
6
年
10
月
か
ら「
1

週
の
所
定
労
働
時
間
お
よ
び
1

月
の
所
定
労
働
日
数
が
常
時
雇

用
者
の
4
分
の
3
以
上
」
を
満

た
さ
な
く
て
も
、

①
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時

間
以
上

②
月
額
賃
金
が
8
万
8
千
円
以

上（
＊
1
）

③
雇
用
期
間
が
1
年
以
上
見
込

ま
れ
る
こ
と

④
学
生
で
な
い
こ
と（
＊
2
）

①
〜
④

　

短
時
間
労
働
者
の
4
要
件

⑤
従
業
員
5
0
1
人
以
上
の
企

業（
特
定
適
用
事
業
所
）

を
要
件
に
社
会
保
険
へ
の
適
用

が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
1 

賃
金
の
中
に
賞
与
、残
業
代
、

通
勤
手
当
等
は
含
め
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
賃

金（
所
定
内
賃
金
）を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
契
約
書
等
で
不
明

な
場
合
は
、例
え
ば「
時
間
給
×

週
の
所
定
労
働
時
間
×
52
週

÷

12
ヵ
月
」で
計
算
し
ま
す
。

＊
2 

夜
間
、
定
時
制
の
学
生
は
社

会
保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
得

ま
す
。

　

企
業
規
模
要
件
は
2
段
階
で

拡
大
さ
れ
ま
す
。

従
業
員
数
は

職
員
数
が
10
人
前
後
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
す
が
、家
庭
の

事
情
で「
4
分
の
3
基
準
」

を
満
た
さ
な
く
な
る
職
員

が
い
ま
す
。
本
人
は
引
続
き

厚
生
年
金
保
険
・
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
当
院

で
勤
務
を
続
け
て
ほ
し
い

職
員
で
す
。

　

特
定
適
用
事
業
所
以
外
の
適

用
事
業
所
の
事
業
主
は
、
被
保

険
者
の
同
意
を
得
て
、「
任
意
特

定
適
用
事
業
所
」
の
申
し
出
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

労
使
合
意
に
基
づ
き
申
出
を

す
る
法
人
・
個
人
の
事
業
所
の

手
続
き

○
次
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証

す
る
書
類（
同
意
書
）を
添
付

し
て
、
本
店
ま
た
は
主
た
る

事
業
所
の
事
業
主
が「
任
意

特
定
適
用
事
業
所
該
当
／
不

該
当
申
出
書
」を
提
出

①
従
業
員（
※
）の
過
半
数
で

組
織
す
る
労
働
組
合
の
同

意
②
①
に
該
当
す
る
労
働
組
合

が
な
い
と
き
は
⑴
⑵
の
い

ず
れ
か
の
同
意

⑴
従
業
員
の
過
半
数
を
代

表
す
る
者
の
同
意

⑵
従
業
員
の
2
分
の
1
以

上
の
同
意

○
短
時
間
労
働
者
の「
資
格
取

得
届
」を
提
出

※「
従
業
員
」と
は
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
、
70
歳
以
上

被
用
者
お
よ
び
短
時
間
労
働

者
を
指
し
ま
す
。

　

特
定
適
用
事
業
所
該
当
年
月

日
お
よ
び
短
時
間
労
働
者
の
資

格
取
得
年
月
日
は
、
申
出
受
理

日（
受
付
日
）と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
と

受
取
り
方
の
極
意
を
学
ぶ

年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

臨
床
の
ヒ
ン
ト

C
R
充
填
用

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
厚
さ

part9

　

や
る
気
を
引
き
出
す
雇
用
管
理

厚
生
年
金
保
険・健
康
保
険
の
加
入
対
象
が
広
が
っ
て
い
ま
す
!

労
使
で
合
意
が
な
さ
れ
た
場
合
、従
業
員
500
人
以
下
の
会
社
で
も

加
入
対
象
者
が
広
が
り
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
　
桂 

好
志
郎

現在

従業員数

501人以上の

企業

2022年
10月～

従業員数

101人以上の

企業

2024年
10月～

従業員数

51人以上の

企業

フルタイムの

従業員数 ＋
週所定労働時間が

フルタイムの3/4以上の

従業員数

※従業員には、パートを含みます。
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受付／4月1日～6月25日 ● 加入日／2022年9月1日

新グループ生命保険

会員のための共済制度

保険医年金

●入会金：なし　●会費：開業医4,500円／月　●勤務医3,000円／月
お申し込み・お問い合わせは、香川県保険医協会へ　TEL.087-802-1335

予定利率 1.140％
（2022年7月1日より適用）

日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー

保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください

病気やケガでの休業に安心保障
営利を目的にしない加入者相互の助け合い共済

入院は1日目から給付、免責期間を3日に短縮

■本人最高保障額 6,000万円
■配偶者最高保障額 3,000万円

保険医年金６つのポイント
１．ライフプランに合わせて年金の種類を４種類から選択できます。

２．一時金としても受給可能です。

３．万一の場合はご遺族が全額受け取れます。

４．加入者数５万２千人、積立金総額１兆３千億円を超える
　 大規模年金制度です。

５．払込が困難な場合は中断制度があります。

６．急な出費にも１口単位で解約できます。

● 加入資格

満74歳までの協会会員で加入日現在健康で正常に

就業されている方（増口の場合は満79歳まで）

加入口数

○ 月　払／１口１万円通算30口まで

○ 一時払／１口50万円毎回40口まで

制度の特徴
◆断然安い保険料

　35歳男性の場合／ 6,000万円保障…月々 5,100円

　35歳女性の場合／ 3,000万円保障…月々 1,590円

◆最高6,000万円の高額保障

◆配偶者も3,000万円まで加入できます

◆必要保障額の見直しが容易な1年更新型
（自動更新）

万一の場合の死亡と所定の高度障がい保障と
入院・手術等に対する保障の2本立てです。

ドクターとご家族の
安心のために　　会員限定

香
川
県
保
険
医
協
会

　

　
　共
済
部
長

　田
中 

眞
治

保険医休業保障保険医休業保障
受付／4月1日～5月25日  加入日／2022年8月1日

加
入
申
込
資
格

①保険医協会の会員であること
②加入日現在、健康で加入年齢が60歳未満であること
③保険医であること
④週４日以上かつ週16時間以上業務に従事していること
⑤加入日現在健康であること
以上を全て満たしている方は加入を申し込むことができます

①最長730日の長期保障

②掛金は満期まで変わりません

③掛け捨てではありません
　加入３年以上経過後に脱退した時に脱退給付金をお支払いします

④自宅療養でも代診をおいても給付

⑤所得補償との重複受給OK

　
人
生
は
山
登
り
に
よ
く

例
え
ら
れ
ま
す
。
遠
い
頂

上
に
向
か
っ
て
目
標
を
立

て
少
し
づ
つ
歩
ん
で
い
く

登
り
が
あ
れ
ば
、広
い
景
色

を
眺
め
な
が
ら
自
分
だ
け

の
下
山
口
を
目
指
し
て
ゆ

っ
く
り
と
降
り
て
い
く
下

り
が
あ
り
ま
す
。
若
い
青

年
の
時
は
毎
日
が
充
実
感

や
挫
折
感
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
１
日
１
日
は
常
に

上
昇
し
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
が
い
つ
か
ら
か
は
っ
き

り
し
な
い
間
に
下
り
に
転

じ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

時
に
は
自
分
を
束
縛
し
て

い
た
は
ず
の
目
標
さ
え
ど

う
で
も
よ
く
な
り
、む
し
ろ

自
分
だ
け
の
自
由
な
時
間

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
生
の
登
り
で
も

下
り
で
も
や
は
り
健
康
が
一

番
大
切
で
す
し
、急
な
け
が

の
時
も
救
援
を
呼
ぶ
こ
と

の
で
き
る
事
前
の
準
備
が

必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
一
人

で
多
く
の
荷
物
を
背
負
っ

て
登
っ
て
お
ら
れ
る
保
険

医
の
皆
様
の
安
心
を
担
保

す
る
た
め
に
是
非
共
済
へ

の
加
入
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

共
済
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

１
月
27
日
に
保
険
医
協
会
で

は
、県
内
各
市
町
に
対
し
て「
国

民
健
康
保
険
料（
税
）に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
水
準

の
低
い
加
入
者
が
多
く
、
そ
の

負
担
は
重
い
も
の
と
な
り
、
受

診
控
え
な
ど
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮

が
広
が
る
状
況
の
な
か
で
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま

し
た
。

　

2
0
2
0
年
12
月
1
日
よ
り

坂
出
市
内
で
歯
科
医
院
を
開
業

致
し
ま
し
た
白
川
雄
一
と
申
し

ま
す
。
開
業
当
初
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め

か
訪
問
歯
科
診
療
に
お
き
ま
し

て
は
、
中
断
と
再
開
を
繰
り
返

し
て
い
る
た
め
、思
っ
て
い
た
様

な
経
営
は
で
き
か
ね
て
い
る
状

態
で
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
開
院
か
ら

約
1
年
後
に
や
っ
て
く
る
新
規

個
別
指
導
に
関
し
て
い
え
ば
、

患
者
数
が
少
な
い
こ
と
が
逆
に

（
１
）法
定
外
繰
入
の
実
施

　

国
民
健
康
保
険
料（
税
）率
の

算
定
に
あ
た
っ
て
、
法
定
外
繰

入
を
実
施
し
、
保
険
料（
税
）の

引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
。

（
２
）保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の

拡
充
を
国
に
要
望
す
る
こ
と（
財

源
の
確
保
）

　

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
拡

充
に
つ
い
て
、
県
や
全
国
市
町

村
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に
要
望

プ
ラ
ス
の
要
因
に
な
っ
た
よ
う

に
も
思
え
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
16
日
に
新
規
個

別
指
導
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
診
療
し
た
患
者
数
は
少

な
く
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
レ
セ

プ
ト
チ
ェ
ッ
ク
も
比
較
的
楽
な

状
態
の
た
め
、
返
戻
や
減
点
も

ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
で
あ
り
、カ
ル

テ
の
内
容
に
集
中
す
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
は
コ
ロ
ナ
の
お
か

げ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

カ
ル
テ
内
容
に
関
し
て
は
、

保
険
医
協
会
の
先
生
方
に
確
認

し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安

定
化
を
図
る
こ
と
。

（
３
）法
定
外
繰
入
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

廃
止
を
国
に
要
望
す
る
こ
と

　

法
定
外
繰
入
を
実
施
し
た
場

合
、国
か
ら
の
調
整
交
付
金（
補

助
金
）が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、こ

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
廃
止
を
国
に

要
望
す
る
こ
と
。 

し
て
頂
き
、親
身
に
な
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
個
別
指
導
や
個
別
指
導

は
、
そ
の
後
の
歯
科
医
院
の
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
先
生
方
か

ら
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
保

険
医
協
会
に
入
会
し
て
良
か
っ

た
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

定価1,000円
会員価格500円
会員には1冊無料でお送り
します

新 刊 書 籍 の ご 案 内
2022年新点数関連（会員限定）

診療報酬点数早見表
病院用・診療所用
（2022年4月発行）

定価5,000円
会員価格2,000円
開業医会員には1冊無料で
お送りします

点数表改定のポイント
（2022年4月発行）

定価1,000円
会員価格500円
会員には1冊無料でお送り
します

歯科点数早見表
（2022年4月発行）

定価8,000円
会員価格4,000円
開業医会員には1冊無料で
お送りします

歯科保険診療の研究
（2022年5月発行）

定価3,000円
会員価格2,000円
開業医会員には1冊無料で
お送りします

新点数運用Q＆A
レセプト記載

（2022年4月発行）

定価4,000円
会員価格2,000円
開業医会員には1冊無料で
お送りします

2022年改定の要点と解説
（2022年4月発行）

　香川県保険医協会では、このたびの新型
コロナウイルス感染拡大の影響を考慮しま
して、新点数検討会の開催形態を変更いた
します。会員医療機関の皆様にはご不便を
おかけいたします。
　なお、全国保険医団体連合会で収録され
た「2022年度新点数検討会」の模様を動画
で配信いたします。動画のURLとQRコード
は会員様向けに別紙でお送りいたしますの
で、テキストと共にご視聴頂ますよう宜し
くお願い申し上げます。
 

記
 
動画制作：全国保険医団体連合会
　　　　 社保･審査対策部（医科・歯科）

　以下の検討会を収録した動画を下記の日
程で配信いたします。（会員限定）

①歯科新点数検討会
 （３月20日㈰から３カ月程度）
　……………テキスト３月23日㈬頃着予定

②医科第一次新点数検討会
 （３月21日㈪から３カ月程度）
　……………テキスト３月25日㈮頃着予定

③医科第二次新点数検討会
 （４月16日㈯から３カ月程度）
　……………テキスト４月20日㈬頃着予定

「2022年度新点数検討会
動画」のご案内

  

国
民
健
康
保
険
料（
税
）に
関
す
る

  

要
望
書
を
各
市
町
に
提
出
し
ま
し
た

「
新
規
個
別
指
導
」を
体
験
し
て坂

出
市
　
白
川 

雄
一
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受付／4月1日～6月25日 ● 加入日／2022年9月1日

新グループ生命保険

会員のための共済制度

保険医年金

●入会金：なし　●会費：開業医4,500円／月　●勤務医3,000円／月
お申し込み・お問い合わせは、香川県保険医協会へ　TEL.087-802-1335

予定利率 1.140％
（2022年7月1日より適用）

日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー日常診療、経営、生活を守る開業医のパートナー

保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください保険医協会へご入会ください

病気やケガでの休業に安心保障
営利を目的にしない加入者相互の助け合い共済

入院は1日目から給付、免責期間を3日に短縮

■本人最高保障額 6,000万円
■配偶者最高保障額 3,000万円

保険医年金６つのポイント
１．ライフプランに合わせて年金の種類を４種類から選択できます。

２．一時金としても受給可能です。

３．万一の場合はご遺族が全額受け取れます。

４．加入者数５万２千人、積立金総額１兆３千億円を超える
　 大規模年金制度です。

５．払込が困難な場合は中断制度があります。

６．急な出費にも１口単位で解約できます。

● 加入資格

満74歳までの協会会員で加入日現在健康で正常に

就業されている方（増口の場合は満79歳まで）

加入口数

○ 月　払／１口１万円通算30口まで

○ 一時払／１口50万円毎回40口まで

制度の特徴
◆断然安い保険料

　35歳男性の場合／ 6,000万円保障…月々 5,100円

　35歳女性の場合／ 3,000万円保障…月々 1,590円

◆最高6,000万円の高額保障

◆配偶者も3,000万円まで加入できます

◆必要保障額の見直しが容易な1年更新型
（自動更新）

万一の場合の死亡と所定の高度障がい保障と
入院・手術等に対する保障の2本立てです。

ドクターとご家族の
安心のために　　会員限定

香
川
県
保
険
医
協
会

　

　
　共
済
部
長

　田
中 

眞
治

保険医休業保障保険医休業保障
受付／4月1日～5月25日  加入日／2022年8月1日

加
入
申
込
資
格

①保険医協会の会員であること
②加入日現在、健康で加入年齢が60歳未満であること
③保険医であること
④週４日以上かつ週16時間以上業務に従事していること
⑤加入日現在健康であること
以上を全て満たしている方は加入を申し込むことができます

①最長730日の長期保障

②掛金は満期まで変わりません

③掛け捨てではありません
　加入３年以上経過後に脱退した時に脱退給付金をお支払いします

④自宅療養でも代診をおいても給付

⑤所得補償との重複受給OK

　
人
生
は
山
登
り
に
よ
く

例
え
ら
れ
ま
す
。
遠
い
頂

上
に
向
か
っ
て
目
標
を
立

て
少
し
づ
つ
歩
ん
で
い
く

登
り
が
あ
れ
ば
、広
い
景
色

を
眺
め
な
が
ら
自
分
だ
け

の
下
山
口
を
目
指
し
て
ゆ

っ
く
り
と
降
り
て
い
く
下

り
が
あ
り
ま
す
。
若
い
青

年
の
時
は
毎
日
が
充
実
感

や
挫
折
感
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
１
日
１
日
は
常
に

上
昇
し
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
が
い
つ
か
ら
か
は
っ
き

り
し
な
い
間
に
下
り
に
転

じ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

時
に
は
自
分
を
束
縛
し
て

い
た
は
ず
の
目
標
さ
え
ど

う
で
も
よ
く
な
り
、む
し
ろ

自
分
だ
け
の
自
由
な
時
間

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
生
の
登
り
で
も

下
り
で
も
や
は
り
健
康
が
一

番
大
切
で
す
し
、急
な
け
が

の
時
も
救
援
を
呼
ぶ
こ
と

の
で
き
る
事
前
の
準
備
が

必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
一
人

で
多
く
の
荷
物
を
背
負
っ

て
登
っ
て
お
ら
れ
る
保
険

医
の
皆
様
の
安
心
を
担
保

す
る
た
め
に
是
非
共
済
へ

の
加
入
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

共
済
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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お申込・お問い合わせは、保険医協会まで。tel 087-802-1335 fax 087-802-1336

医科保険診療研究会

新点数二次検討会

日時：	2022年4月20日（水）
	 19：30〜21：00
講師：	保険医協会社保担当理事
	
会場：	WEBセミナー
	 （会員限定）

歯科セミナーのご案内

かかりつけ歯科医の
ための

認知症対応向上研修会
日時：	2022年3月10日（木）
	 19：00〜20：20
講師：	宮澤	由美先生
	 （汐田総合病院院長		横浜市）

会場：	マリンパレスさぬき
	 （高松市福岡町2-3-4）
	 WEB併用

歯科臨床懇話会のご案内

マスターしたい口腔外科手術と
インプラント治療のための

基本／基礎 AtoZ

日時：	2022年3月9日（水）
	 20：00〜21：20
講師：	管野	貴浩先生
	 （島根大学医学部歯科口腔外科学講座教授）

会場：	マリンパレスさぬき
	 （高松市福岡町2-3-4）

　

痛
み
は
な
く
緊
急
性
が
な

い
状
態
で
あ
れ
ば
口
の
中
を

完
璧
に
診
る
こ
と
よ
り
、と
に

か
く
今
日
は
不
安
な
こ
と
は

な
い
よ
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
と

な
れ
ば
低
い
椅
子
に
座
っ
て

白
衣
も
脱
い
で
ミ
ラ
ー
も
歯

ブ
ラ
シ
も
片
付
け
て
、と
り
あ

え
ず
手
を
繋
い
で
対
面
で
あ
ー

ん
だ
け
し
よ
っ
て
声
か
け
す
る

と
大
抵
ク
リ
ア
で
き
ま
す
。

　

今
ま
で
ど
こ
い
っ
て
も
嫌
な

思
い
を
し
て
き
た
の
な
ら
、そ

の
経
験
を
逆
手
に
と
っ
て
逆
の

こ
と
を
し
て
あ
げ
る
と
恐
怖

刺
激
を
消
失
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
条
件

づ
け
と
い
い
行
動
調
整
法
の

中
で
も
不
安
軽
減
法
の
一
つ
に

含
ま
れ
る
手
法
で
す
。

　

パ
ニ
ッ
ク
の
子
が
い
た
ら
今

ま
で
嫌
な
思
い
を
し
て
い
な
い

か
聞
い
て
む
し
ろ
こ
こ
で
逆
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
ら
ヒ
ー
ロ
ー
に

な
れ
る
と
前
向
き
に
捉
え
、過

去
に
が
ん
ば
っ
て
抑
制
下
に

治
療
し
て
く
れ
た
先
生
た
ち

の
想
い
も
尊
重
し
、こ
こ
で
は

楽
し
く
歯
科
に
通
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
そ
の
子
に

合
う
方
法
を
探
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

き
っ
と
将
来
う
れ
し
い
言

葉
を
添
え
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

で
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
今

年
は「
先
生
は
す
て
き
な
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
！
」と
書
い
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
15
歳
女
子
に

そ
う
見
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
白
衣
の
下
で
10
㎏
近
く
増

量
し
た
お
な
か
は
ま
だ
隠
せ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
ば
れ
な
い
う
ち
に
ま
た
元

の
体
形
に
戻
さ
な
け
れ
ば
。

　

前
に
勤
務
し
て
い
た
病
院

の
こ
ろ
か
ら
開
業
後
も
ず
っ
と

通
っ
て
く
れ
て
い
る
発
達
障

害
の
あ
る
女
の
子
。
出
会
っ
た

当
初
は
ま
だ
8
歳
で
し
た
が

も
う
15
歳
。
思
春
期
真
っ
た
だ

中
で
普
段
の
会
話
は
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

こ
の
時
期
に
な
る
と
手
作
り

お
菓
子
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き

　

そ
ん
な
彼
女
も
出
会
っ
た

と
き
は
歯
医
者
が
怖
く
て
ど

こ
に
行
っ
て
も
治
療
が
で
き

な
い
子
で
し
た
。
待
合
室
で
大

泣
き
。
パ
ニ
ッ
ク
。
小
児
科
や

耳
鼻
科
で
も
同
じ
。
ど
こ
で
も

抑
制
下
で
診
察
し
て
い
た
よ

う
で
こ
こ
で
も
同
じ
こ
と
さ

れ
る
と
思
っ
た
だ
ろ
う
し
、白

衣
の
大
男
が
近
づ
い
て
く
る

ん
だ
か
ら
そ
り
ゃ
怖
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

　

こ
ん
な
時
は
と
に
か
く
そ

の
子
の
不
安
を
軽
減
す
る
こ

と
を
考
え
ま
す
。

8
日（
土
）歯
科
セ
ミ
ナ
ー「
歯

科
の
将
来
、補
綴
の
将
来
」市

川
哲
雄
先
生（
徳
島
大
学
大
学

院
医
歯
薬
学
研
究
部 

口
腔
顔

面
補
綴
学
分
野
教
授
）〈
マ
リ

ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
〉（
ｗ
ｅ
ｂ

併
用
）

12
日（
水
）
歯
科
臨
床
懇
話
会

「
マ
ス
タ
ー
し
た
い
口
腔
外

科
手
術
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
の
た
め
の
基
本
／
基
礎

A
t
o
Z
」
管
野
貴
浩
先
生

（
島
根
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔

外
科
学
講
座
教
授
）他〈
マ
リ

ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
〉

15
日（
土
）歯
科
セ
ミ
ナ
ー「
臨

床
に
活
き
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

レ
ジ
ン
修
復
と
最
新
の
ト
レ

ン
ド
2
0
2
2
」保
坂
啓
一
先

生（
徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬

学
研
究
部 

再
生
歯
科
治
療
学

分
野
教
授
）〈
マ
リ
ン
パ
レ
ス

さ
ぬ
き
〉（
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

27
日（
木
）理
事
会〈
協
会
事
務

所
〉

・
協
会
組
織
、共
済
普
及
状
況
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

・
診
療
報
酬
改
定
対
策（
厚
労

省
・
財
務
省
・
国
会
議
員
へ
の

要
請
、
検
討
準
備
）が
報
告
さ

れ
た
。

・
協
会
年
金
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

・
保
団
連
組
織
部
会
に
つ
い
て
、

報
告
さ
れ
た
。

・
四
国
厚
生
支
局
交
渉
関
係
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す

る
要
請
書
を
県
に
提
出
す
る
。

・
県
内
自
治
体
へ
国
保
料
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

・
75
歳
以
上
窓
口
２
割
負
担
中

止
の
署
名
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
各
理
事
に
配
布
す
る
。

・
新
点
数
検
討
会
に
つ
い
て

Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

・
補
聴
器
購
入
補
助
を
は
じ
め
、

難
聴（
児
）へ
の
自
治
体
に
よ

る
制
度
拡
充
を
求
め
る
要
請

書
が
提
出
さ
れ
た
。

・
第
１
５
７
回
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
議（
愛
媛
主
務
）に
つ
い
て
、

報
告
さ
れ
た
。

・
税
務
講
習
会
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。

・
第
３
四
半
期
会
計
報
告
が
提

出
さ
れ
た
。

・
保
団
連
の
補
助
金
に
よ
り
、ウ

ェ
ビ
ナ
ー
と
壁
掛
け
ス
ク
リ

ー
ン
の
導
入
が
決
定
さ
れ
た
。

1
月

6
日（
木
）歯
科
部
会〈
協
会
事

務
所
〉

1
月
理
事
会

2
月
理
事
会

29
日（
土
）医
科
歯
科
合
同
セ
ミ

ナ
ー「
薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
お

よ
び
化
学
療
法
と
口
腔
の
関

連
性
に
つ
い
て
＆
香
川
大
学

医
学
部
附
属
病
院
口
腔
外
科

の
現
時
点
の
現
状
報
告
」大
林

由
美
子
先
生（
香
川
大
学
医
学

部 

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
准

教
授
）他〈
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ

ぬ
き
〉（
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

2
月

9
日（
火
）
歯
科
臨
床
懇
話
会

「
マ
ス
タ
ー
し
た
い
口
腔
外

科
手
術
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
の
た
め
の
基
本
／
基
礎

A
t
o
Z
」長
谷
川
利
聡
先
生

（
香
川
県
立
中
央
病
院
歯
科
口

腔
外
科
）他〈
マ
リ
ン
パ
レ
ス

さ
ぬ
き
〉

10
日（
木
）歯
科
部
会〈
協
会
事

務
所
〉

20
日（
日
）第
1
5
7
回
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議（
ｗ
ｅ
ｂ
参
加
）

27
日（
木
）理
事
会〈
協
会
事
務

所
〉

■ 

梅
の
花
が
咲
き
始
め
、春
の

足
音
が
聴
こ
え
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
今
号
の
主
な
内
容
は
、

共
済
制
度
の
ご
案
内
と
今
年
一

月
に
開
か
れ
た
保
団
連
定
期
総

会
に
つ
い
て
の
報
告
を
掲
載
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
で
疲
弊
し
た
医
療
と
社
会
保

障
を
変
え
る
活
動
方
針
が
決
ま

り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
も
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

■ 

先
に
お
届
け
し
ま
し
た
月

刊
保
団
連
一
月
号
特
集「
驚
き

の
発
酵
文
化
」に
、牛
乳
を
原
料

と
す
る
チ
ー
ズ
は
、
骨
粗
鬆
症

の
予
防
、血
圧
上
昇
を
抑
え
る
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
、
ム
シ
歯
予

防
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
期

待
さ
れ
る
と
の
論
文
が
注
目
さ

れ
ま
す
。
ご
一
読
の
上
、
日
常

診
療
、
健
康
教
育
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。（
T
・
M
）

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー高

松
市
　
三
木
　
武
寛
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